
る
為
の
「
管
財
保
険
」
に
お
い
て
は
、
十
分

な
見
直
し
の
機
会
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

実
態
面
と
し
て
、
企
業
の
リ
ス
ク
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
の
手
法
と
し
て
広
く
一
般
的
に
活
用

さ
れ
て
い
る
損
害
保
険
を
と
っ
て
も
、
保
険

の
補
償（
約
款
）内
容
を
深
く
理
解
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
多
少
の
知

識
が
あ
っ
て
も
、
リ
ス
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を

深
く
理
解
し
た
う
え
で
有
効
活
用
す
る
に
は

至
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
、
そ
の
効
果

を
高
め
る
た
め
に
は
、
専
門
的
な
知
識
を
有

し
た
外
部
機
関
等
の
活
用
が
有
効
で
あ
る
。

　

当
社
は
金
融
機
関
系
の
生
損
保
総
合
保
険

代
理
店
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
従
業
員
７
０
０

名
、
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
に
「Y

our-side 
Solution

」
を
掲
げ
、
お
客
様
に
親
身
に
寄

り
添
い
、
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
へ
の
最
適
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
を
目
指
し
て
い
る
。

　

特
に
損
保
ビ
ジ
ネ
ス
の
領
域
に
お
い
て

は
、
母
体
行
と
の
連
携
は
強
み
と
し
て
活
か

し
つ
つ
「
時
代
の
変
化
を
常
に
先
取
り
し
、

先
端
技
術
を
も
駆
使
し
な
が
ら
、
保
険
商
品

に
と
ど
ま
ら
ず
企
業
の
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
を

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
解
決
策
を
提
案
す
る
こ
と

で
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
貢
献

し
、
お
客
様
に
安
心
と
安
全
を
提
供
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
企
業
」
を
中
長
期
的
な
目

標
と
し
て
い
る
。

　

当
社
は
今
年
度
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

部
内
に
リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
室
を
新

設
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。（
図
表
１
）

　

企
業
へ
は
、
以
下
の
３
つ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
ス
テ
ッ
プ（
図
表
２
）で
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
お
り
、

① 

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
リ
ス
ク
の
洗
い

出
し
・
分
析
・
評
価
）

② 

リ
ス
ク
移
転
の
状
況
把
握（
保
険
証
券
分

析
）

③ 

最
適
な
リ
ス
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
検
討
・

提
案

を
総
合
的
か
つ
継
続
的
に
提
供
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
先
進
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
擁

す
る
リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

　

企
業
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
は
多
様
化
・
複

雑
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
優
劣
が
企
業
の
存
続
は
も
と

よ
り
、企
業
経
営
の
成
否
を
左
右
す
る
昨
今
、

そ
の
対
応
支
援
と
課
題
解
決
の
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ

た
最
適
な
提
案
を
通
じ
て
、「
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の

時
代
」
の
羅
針
盤
と
な
り
、
企
業
と
と
も
に

未
来
を
切
り
拓
く
一
翼
を
担
っ
て
い
く
こ
と

が
、
当
社
の
使
命
と
考
え
て
い
る
。

　

近
時
、
経
済
環
境
が
好
転
の
兆
し
を
見

せ
、
企
業
は
事
業
拡
大
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

領
域
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
が
、
そ
の
成

功
の
確
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
も
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
は
増
し
て
き
て

い
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、
火
災
や
賠
償
責
任
と
い
っ
た

伝
統
的
な
損
失
リ
ス
ク
は
も
と
よ
り
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
与
信
・
信
用

力
の
補
完
・
確
保
、
格
付
維
持
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｃ

（
加
重
平
均
資
本
コ
ス
ト
）の
安
定
化
、
Ｉ
Ｒ

対
策
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
説
明
責
任

等
の
効
果
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
純
資
産
・
利
益
・
有
利
子
負
債
の

維
持
、
自
己
資
本
比
率
の
水
準
等
を
条
件
と

し
た
コ
ベ
ナ
ン
ツ（
財
務
制
限
条
項
）を
付
与

し
た
融
資
や
社
債
が
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、

突
発
的
な
イ
ン
シ
デ
ン
ト
に
よ
り
、
コ
ベ
ナ

ン
ツ
に
抵
触
す
る
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
意
味

で
も
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
取
り
組

み
や
、
保
険
に
代
表
さ
れ
る
リ
ス
ク
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
の
検
討
・
活
用
の
意
義
は
大
き
い
と

考
え
ら
れ
る
。

　

ス
コ
ー
プ
を
損
失
リ
ス
ク
の
み
と
す
る
後

ろ
向
き
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
ン
グ
な
経
営
課
題
や
事
業
拡
大
を
実

現
す
る
た
め
の
前
向
き
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
所
似
で
あ
る
。

　

ま
た
、
中
堅
・
大
企
業
の
多
く
は
、
そ

の
グ
ル
ー
プ
内
に
お
い
て
、
損
害
保
険（
お

よ
び
生
命
保
険
）を
取
り
扱
う
イ
ン
ハ
ウ
ス

（
機
関
）代
理
店
を
有
し
て
お
り
、
主
に
グ

ル
ー
プ
企
業
の
火
災（
自
然
災
害
）・
賠
償
責

任
に
関
わ
る
管
財
保
険
や
、
従
業
員
の
生

活
に
関
わ
る
保
険
を
一
手
に
取
り
扱
っ
て
い

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
部
の
イ
ン
ハ
ウ
ス
代

理
店
を
除
け
ば
、
そ
の
保
険
取
扱
者
の
多
く

は
、
本
体
企
業
Ｏ
Ｂ
や
出
向
者
で
あ
り
、
必

ず
し
も
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
専
門
性
が

高
い
と
は
言
え
ず
、
特
に
企
業
の
経
営
を
守

　

わ
が
国
の
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
を
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
見
る
と
、
米
中
の
対

立
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
イ
ス
ラ

ム
組
織
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
代
表
さ
れ

る
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
等
の
地
政
学
リ
ス
ク

や
、
多
発
す
る
台
風
や
地
震
等
の
自
然
災
害

リ
ス
ク
な
ど
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
も
終
息

し
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
で
あ
る
。

　

国
内
に
目
を
向
け
れ
ば
、
少
子
高
齢
化
社

第10回

激変する
社会環境への対応
株式会社トータル保険サービス
リスクマネジメント部　リスクコンサルティング室 真壁 淳一

会
の
急
速
な
到
来
や
脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
は
、
Ａ
Ｉ
の

利
用
や
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み
な
ど
新
た
な
動

き
に
つ
な
が
る
一
方
で
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に

さ
ら
さ
れ
る
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
状
況
に
鑑
み
る
と
、
現
在
は
企
業
に

と
っ
て
ま
さ
に
「
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
」
と
言
え

る
。

　

従
来
か
ら
会
社
法
等
に
も
規
定
さ
れ
る

「
全
組
織
的
な
リ
ス
ク
管
理
」
に
つ
い
て
、

金
融
庁
は
「
内
部
統
制
報
告
制
度
」
に
お
い

て
新
た
な
基
準
案
を
意
見
書
と
し
て
公
表※
１

し

て
お
り
、
２
０
２
４
年
４
月
１
日
以
降
に
始

ま
る
事
業
年
度
か
ら
の
適
用
を
予
定
し
て
い

る
。

　

新
基
準
案
で
は
、「
内
部
統
制
と
ガ
バ
ナ

ン
ス
及
び
全
組
織
的
な
リ
ス
ク
管
理
」
の
条

項
が
新
設
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
一
体
的
に
整
備

お
よ
び
運
用
さ
れ
る
こ
と
の
重
要
性
を
明
示

し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
内
部
統
制
は
組
織
の
持
続

的
な
成
長
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で

あ
り
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
全
組
織
的
な
リ
ス
ク

管
理
と
一
体
的
に
整
備
お
よ
び
運
用
さ
れ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
と

は
、
組
織
が
、
顧
客
・
従
業
員
・
地
域
社
会

等
の
立
場
を
踏
ま
え
た
上
で
、
透
明
・
公
正

か
つ
迅
速
・
果
断
な
意
思
決
定
を
行
う
た
め

の
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
、
全
組
織
的
な
リ
ス

ク
管
理
と
は
、
適
切
な
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン

の
バ
ラ
ン
ス
の
下
、
全
組
織
の
リ
ス
ク
を
経

営
戦
略
と
一
体
で
統
合
的
に
管
理
す
る
こ
と

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
内
部
統
制
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
お
よ
び
全
組
織
的
な
リ
ス
ク
管
理
は
、

組
織
お
よ
び
組
織
を
取
り
巻
く
環
境
に
対
応

し
て
運
用
さ
れ
て
い
く
中
で
、
常
に
見
直
さ

れ
る
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
Ⅰ
Ｓ
Ｏ
３
１
０
０
０（
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
）に
お
い
て
は
、
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
意
義
は
価
値
の
創
出
お
よ

び
保
護
に
あ
り
、「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
改
善

し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
、
目
的
の

達
成
を
支
援
す
る
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
リ
ス
ク
を
「
目
的
に
対
す
る
不
確

か
さ
の
影
響
」
と
定
義
し
、
従
来
か
ら
の
い

わ
ゆ
る
純
粋
リ
ス
ク（
マ
イ
ナ
ス
の
み
の
影

響
）の
ほ
か
投
機
・
戦
略
的
リ
ス
ク（
マ
イ
ナ

ス
・
プ
ラ
ス
両
方
の
影
響
）も
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
対
象
と
し
て
い
る
。

　

法
改
正
や
規
制
緩
和
、
そ
れ
に
伴
う
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
対
策
等
を
企
業
の
リ
ス
ク

と
捉
え
る
一
方
、
そ
れ
ら
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
関
わ

る
リ
ス
ク
を
適
切
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ

と
で
、
企
業
の
成
長
・
企
業
価
値
の
向
上
等

の
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
、
企
業
の
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
進
展
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

一
般
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
が
実

施
し
た
「
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
意

識
調
査
２
０
２
２
」
の
中
の
「
リ
ス
ク
に
関

し
て
、
リ
ス
ク
を
感
じ
て
い
な
が
ら
特
に
対

策
・
対
処
を
し
て
い
な
い
理
由※
２

」
で
は
、

１
位 （
36
％
） 

対
策
費
用
の
捻
出

２
位 （
31
％
） 

具
体
的
対
策
方
法
不
明

３
位 （
25
％
） 

リ
ス
ク
に
よ
っ
て
生
じ
る
影
響

・
損
失
不
明

と
の
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

※1：「財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準並びに財務報告に係る内部統制の評価及び監査に関する実施基準の改訂について（意見書）」の公表について：金融庁（fsa.go.jp）
※2：中小企業を取り巻くリスク意識調査2022 ¦ 中小企業に必要な保険 ¦ 日本損害保険協会（sonpo.or.jp）
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